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学 力 不 足 ・ 学 習 意 欲 欠 如 の 学 生 の 指 導 法

-実践報告を中心として-

松本忠雄　永藤壽宮　西村治　山本行雄

(平成8年10月24日 受理)

How to Teach Low-Motivated And Low-Grade Students

-Practice in Nagano National College of Technology-

Tadao Matsumoto Toshimiya Nagato Osamu Nishimura and Yukio Yamamoto

Recentlyfeystudentsstudyveryhardathome.Somestudentscannotconcentrate

on class activities through poorpreparations.Theydonotunderstandwhatis

beingtaughtandtheyrepeatandfinallydropout.

Manyteachersareawareofthepresentsituationandtheymay have ideasabout

howtomotivatethestudentsandhowtoraisetheirachievement levels. We have

askedseveralteacherstosharetheirknow-how. Wehavealsodiscussedhowvecan

combineoureffortsintacklingthepresentsituation.

1 . さま し:め 古こ

バブル経済の崩壊,不況,産業の空洞化,急激な円高などを背景にした日本経済は,雇用

吸収力を失い,就職氷河期を迎えた｡日本の産業界の要望は,技術者の量から質への転換を

求めている｡このような状況下で,高専は専攻科設置の方向へ向かい,国際化時代に対応で

きる創造性豊かな技術者の育成をめざして努力している｡

ところが,現在の学生達を取り巻く環境は,テレビ,テレビゲーム,アルバイ ト,オー ト

バイ,乗用車などの誘惑の渦の中におり,しっかりしないと安易な生活に流され,予習 ･復

習の家庭学習の時間を取れない者が増えてきている｡その結果,毎日の教科の内容が理解で

きなくなり,成績不振に陥り,学習意欲を失い,留年,退学の道を歩む者も多 くなってきて

いる｡

これまで本校では,昭和49年度より学科の枠を超えた学級編成を試み,学科による学力格

差の解消とやる気を起こさせる混合学級制度を実施 した.また,昭和50年度よりしばらくの

期間,1･2学年の英語と数学の成績不振者を対象に,週 1回60-90分の補習授業を行うな

どの試みが行われた｡平成6年度には入学者の全体の学力向上のために推薦入学制度を導入

した｡

平成 7年度厚生補導研究会第2分科会で ｢学力不足 ･学習意欲欠如の学生の指導法｣につ
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いて話 し合いが行われることになった｡そこで,学力向上を図るための教科の教育方法,学

習意欲高揚 ･成績不振者の学力向上対策などについて,日頃から工夫されている教授方法の

実践例を報告 していただき,さらに,カリキュラム,そのはかの制度の改革などを含め学校

全体で取り組む事柄についてご意見を提出していただいた｡それらの実践例やご意見は分科

会の話 し合いの基となると同時に,多くの先生方が参考にされ,自分の授業に取り入れ一段

と実りのある授業になることを願っている｡

2 - 学 力 l司 ｣ニ ー 学 習 意 欲 高 揚 の た め の

教 育 方 法 ア ニ/ケ ー ト

2-1 調査時期 ･対象

調査時期 平成7年 7月

調査対象 長野工業高等専門学校 全教官 (内地研究員は除 く)

表 1 対象者数 ･回収率

学 科 ~一 般 機 械 電 気 制 御 情.戟 環 境 計 -

対象者(名) 26 . 9 10 9 9 10 73

回収数(名) 16 7 6 4 5 6 44

回収率(%) 61.5 77.8 60.0 44.4 55.6 60.0 60.3

2-2 アンケー ト調査項目および調査結果

アンケー ト調査項目の内,学力向上を図るための教科の教育方法 (実践例)ならびに学習

意欲高揚 ･成績不振者の学力向上対策 (実践例)については,アンケー トに記載された文章

をできるだけ忠実に表にまとめた｡学力向上のために学校全体で取り組む事柄および学習指

導についての教官の自己点検評価については,実践例の表の間に貴重な意見を紹介したり,

分科会の討論内容のまとめの中に入れました｡

2-3 学力向上を図るための教科の教育方法 (実践例)

一般科目は1-3学年で主に学んでおり,これらの科目の基礎学力は専門科目を理解する

ために役立ち,その内容は就職試験,公務員試験,大学編入学試験などに多く出題されてい

る｡卒業後の学習の基礎になり,社会人の教養として2-3垂に役に立っている｡

基礎学力の充実のために各教科の授業担当者は,それぞれ工夫をし努力している様子が実

践例で示されている｡さらに,これらの学力を確かなものにするために,3学年末に4学年

進級試験を主要科目共通試験として行うことを提案する意見が見られた｡

今回は主に教科の指導方法についてご意見を求めたが,学校教育はどのような人間を育て

るかが一番大切である｡その方面の意見として,以前は成績評価を厳 しくすることが万能薬

のように考えていた｡そのことによりアルバイ トや生活の乱れに対して自律できる学生を育

てることができると思っていた｡しかし,種々のタイプの学生を画一の枠で教育するのは難

しいと思うようになった｡厳 しい先生あり,優しい先生あり, ｢種々の人徳｣を持った先生

が必要と思 う｡知育,体育を通じて徳育を行うことが大切で,徳育こそ白律させることにつ
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表2 -般科目実践例

239

国章五Flコ ･基礎的学力 (漢字)の向上策として,毎週 1回漢字小テストを行い,誤字は3回

訂正させ,提出させているo長期休業中に読書感想文を課 し,読書をさせ,感想文

を書 くことにより表現力向上をめざしているo

美章左PEl ･土 .日に英語の学習参考書の読む個所を指定 し,毎週レポー トを提出させている

･新学期スター ト時に於ける学習方法のガイダンスの徹底o副教材 (演習問題)の

導入による応用力のアップo講義調の授業からの脱却一一一>学生を主体的に動かし

発言させる授業〇年間シラバスを授業時間だけでなく,長期休業中,検定試験等 も

組込み立案するo

･基本的には, ｢テキストを教える｣というより,｢テキストで教える｣というこ

とで,重要単語を含む英語諺の紹介とその精神を示すとか,.常識に直結 している補

足 .脱線を行うことで,学生の興味を高揚させ,集中力を育成 し,居眠 り防止にも

なるo

･英語は技能を修得する科目,つまり演習を必要とするが,現在の授業時間数では

少なすぎる.積極的な学生は外部q)英語学校に通ったり,放送を利用しているo授

業で足りないところを補うために,英検の受験を勧めたり,英語弁論大会に参加す

るように勧めたり,少 しでも関心のある者には相談に応じているoある程度能力の

ある者は更に伸ばすように指導 しているo

数学 ･選択の数学では,応用上学生の興味ある講義をするようにしているo

･数学の基礎学力や問題解決能力を養 うために問題演習を重視 しているo授業中の

演習の他に,低学年には定期的に課題を与え,レポー トを提出させているoまた,

章ごとにまとめのテストを実施しているo

･時々小テスト(5-10分)を行い,毎日学習する習慣をつけさせるo

･なるべく平易でわかり易い授業を心授けている.

･具体的なものを通して,理解できるように工夫 している..

･定期テスト以外にも試験を実施し,学力の定着を図っているo

理料 ･カリキュラムの中で,具体的に教育目標を学生に示 し,全員が達成するように心

掛けているその長めに ドリルと呼び,各段階で各々の学生の理解度をcheckする.

･授業時間数が少ないので,各論を少 し省略 しても,物に接する実験の時間を多 く

とり自然科学に興味を持たせ,起こつ1た現象を考察する態度を養っている.

･問題集を使い教科書の問題を補充 し,理解を深めるために演習を行っているoま

た,大学編入学試験 .公務員Ⅱ種試験受験者には,この問題集を全問回答できるよ

うに学習指導 しているo

･年4回の定期試験以外に夏季休業 .冬季休業後試験を行っているo

体 ･体力■.技能共長野県は全国平均値を下回っているo少ない時間に集中 して取り組

ながるのではないか｡学生に対 して包容力をもって,成長期にある学生への ｢しつけ｣もで



240 松本忠雄 ･永藤毒宮･西村 治･山本行雄

きる教育者でありたい｡特に20代30代の教官に徳育の必要性を自覚 して欲 しいと感ずる｡教

育は教室と教官室のみで行うものではない｡あらゆる機会 (オリエンテーション,修学旅行,

見学旅行,部活,合宿等)を通 じて,人格形成の手助けをするのが肝要と思 う｡

表3-1 専門科目実践例

機械 ･製図は3週間で図面を仕上げる短期目標があるので真剣に取 り組んでいるo講義

は先ずいかに学生にやる気を持たせるかだが,うまい方法がないo

･今何が問題になっているか,最新情報を トピックス的に話 しているoこれが学力

向上に直接関係するとは思わないが,高等教育では必要であるし,興味を持って く

れれば良いo

･基礎科目は編入試験に出題 されるので,過去に出た問題を配布 しているo

･講義はOHPを用いて図で理解させる方法をとり,現物を見せたり,実習工場を

見学する.など,できるだけ物を媒体として教えるよう心掛けているo

･シラバスを作成 し実行 しているoアルバイ ト,部活,基礎学力不足などが原因と

なっているためか,必ず しも効果を挙げていないo

電気 ･講義内容をその日の内に演習し,演習を通 して理解を深め,必ず提出させ,成績

評価の参考としているo

･具体例を挙げて説明したり,言葉で説明すると共に板書を心掛けているo前回の

授業の要点を授業のはじめに説明しているo

･自分で考える習慣をつけさせるために,演習問題を与え,レポー トを提出させて

いるo

･電磁気学では暗記を少なくし,ある現象の結論まで自分で導 く勉強法を奨励する

試験では数式の途中経過を手を抜かず自分で解いて.いるか細かく採点するo

･高学年では採点 した試験問題を学生に戻 した後,回収するo過去問題が出回るの

を防 ぐo

･4年生の実験で大実験を実施 し,個人個人のやる気と理解がなければ実験できな

いテーマを与え,効果を挙げているo

･ある程度講義が進んだら,復習の時間を設け,質問を受けている〇一

･先ずconceptを全員に理解させ (この段階は数式が入 らないので,誰でも理解可

鰭),その後targetにaccessするためのskillを教えるo

刺御 ･出席の点呼代わりに小テス ト (問題 1題)を実施 している (不定期).

･講義科目は過 1回程度で演習を主としたReportの提出を課している060分の定期

試験で暗記力を試 されるのではなく,時間はかかつても.じっくりと考察 し,確かな

な学力を身につけるように話 していますが､他人のReportを写 し (写 しても内零を

理解すれば可)提出する事が目的のようで､問題を含みますo

･実験は理解度の個人差が大 きいので,実験中のあいている時間は個人的に説明を

･全講義に出欠表 (B5,半期で 1枚)を学生に配 り,その時間でq)質問や感想を書
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表3-2 専門科目実践例
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･3年生では出席点を20%とする事を学生に伝え,出席率を高 くするようにしてい

る｡

･基礎的な科目は成績が良いが,応用的な科目は成績が悪い｡基礎的な部分が忘れ

てしまっているので,定期的に復習を含めた内容を行っている｡

･1単位の教科は隔週,2単位の教科はほぼ毎週演習を行っている｡

･実験 ･実習はできるだけ学生自らが考え,自分で行動できるようにア ドバイスし

ていく｡

･授業において学んだ実験 ･解析 ･設計の手順を,一台の機械を試料にして,最初

から最後まで一連のレポー トを作成 し,自動制御の全体的把捉をさせている｡レポ

ー トは各自30-40ページ'になる (5年E, ∫)｡

･講義の中に適度に緊張感のもてる課題を配置すると共に,その報告書をトト形式

にし学生と教官の問で何回もやりとりする方式をとっている｡

･製図 :ダンボールで座標系の模型を数個作成,そこに平面や立体,直線や点を置

いて,どう描かれるか,個人の理解度に合わせて,自分で納得できるよう,抽象概

念だけでなく教えたC理解力促進のためテス トも行ったo

･水理 :小 ･中や本校低学年で学んだことや経験済みの事柄を例に,微分方程式に

おける各項の物理的意味と結び付けて理解させる｡

･河川 :単なる式の暗記や理解だけでなく,長期休業を利用 した現地踏査を取 り入

れ,総合化の訓練や報告書のまとめの基礎等の訓練を行い,内容的に変化を持たせ

ている｡

･講義 :例えば,最適解を得る方法について,演習の形で各人異なる数値による計

算を分担させ,その結果を集めてグラフ化すると,数式がよく理解できる｡

･実験 ･実習中は,｢ただ作業だけするのではなく,考察の種を捜すことを心掛け

る｣指導をしている｡評価も ｢考察の記述｣に重点をおく｡

･設計製図 :毎回その時間内に完成するような課題を与え提出させる (1年生)0

･oHP等を利用して,文章としてよりも図または絵として,教科内容を理解 して

もらう｡

･演習問題を解かせて,理論 ･計算式を理解させる｡

･図面と対応した実構造の写真を見せる｡

･居眠り,内職等している学生を指名して答えさせる｡

･講義のビジュアル化をコンピューターなどを使って実施している｡

･設計製図 :一人一人に寸法の異なる課題を与えている｡そのため他人の丸写 しは

できず,自分白身で計算,製図を行う｡設計に当たり,数学,構造力学,鉄筋 コン

クリー ト工学,土質工学などを総合的に勉強 し,完成時の喜びが大きい｡

また,画一的な教育である学年制を廃止して,単位制を導入すべきだとの意見があった｡

学習者自身の ｢自由意志による｣勉強への参加が学習意欲高揚と学力向上につながる.その

ためには､ ｢単位制｣の導入と授業の選択の自由を増す｡そこに ｢飛び級｣,｢低学年でも
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高学年の単位がとれる仕組み｣を入れる｡｢学生は教師の背中を見て育っている｣ことを考

えやる気のある,向上心のある学生を育てるためには,教員が率先 してやる気 (研究心 ･探

求心 ･勉強意欲)を持つことが大切であろう｡

2-4 学習意欲高揚 ･成績不振者の学力向上対策 (実践例)

表4 -般科目実践例

国 ･古典学習について,前年度実施したアンケー ト回答により教材の精選,現代語訳を付けるなど改善 し,理解しやすい授業に変えた (学習意欲の高揚につながつたか

壬五FIE) 否かは今後の検討課題)o

･2学年の成績不振者15人を春休み中,再試験前に3日間補習授業を行ったo

英幸五J)｡ ･英字新聞で興味ある記事を適宜印刷 し,興味の喚起に努めている○

･成績不振者の対策は,学級担任と教科担任が連絡をとり,ー学生の現状を早めに把

接 し対策をとると良いo

･テス~トのみで評価せず,学び方を学ばせる中でレポー ト,課題を積極的に評価し

てやる多角的,形式的評価の実践

･ノー トの取り方の指導,辞書の引き方の指導,予習 .復習の仕方の指導を懇切に

イ丁つo

･夏の英語セミナーとか校内英語弁論大会などを行うことにより,学生に刺激を与

えたい○

･成績不振者に対 しては課題を小さく,また,具体的にするのが効果的と考え,単

語小テスト,教科書付属のワークブックの点検などを行っているO

数学 ･低学年の成績不振者仁は特に課題を与えているo

･2学年当初に一斉テストを実施しているoクラスによりかなり学力差がでるo

･数学概念の直観的把握力や学習意欲を育てるために,コンピューターを中心にし

1たこユ-メデアを積極的に活用 し,AVC室で授業を行っているO

･定期テストで,できない学生にもう一度テストをやることありo

･パソコンを利用することにより,数学の概念を視覚的,動的に表現 し,学習意欲

の高揚や直観力の向上に努めているo

･試験後,必ず不振者に対して再試験を実施 し学力の定着を図っているo

･不振者を教官室に呼び,補習を行っているo

哩料 ･成績不振者の早期対策,課題, ドリルなどで注意し,補講を含め早 く手を打つ

(特に1年生は大切)o

･試験で80点以上の学生を発表 し,はめてやることは励みになるo

･成績不振者を集め年数回,土曜日に補講をしているo

･昨年度 1年生全体に対して,定期試験の他に救済テストを3回実施 したo

体育 ･単位数が少ないので,比較的意欲のある学生が目立つが,天候,時間割などによ

り出席率が落ちる者もいるo学生の能力 .希望 .個性等に見合った種目を実施でき
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表5 クラス指導実践例
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･反省記録,目標を不振者から提出させたり,学習時間のcheckをする｡

･活躍している進学 ･就職 した先輩の様子を話し,後に続 くように励ましている｡

･クラスの学生と成績について面談 し,生活状態を把握したり,学習方法の話しをする

前期 ･後期中間終了時の成績をみながら,成績不振,生活態度が改まらない学生には家

庭連絡をとり協力を求めている｡

･クラスの雰囲気作りが大切と考える｡教室をきれいにすること,勉強に取 り組む雰囲

気を作りたい｡特に,成績不振者とは個別に話す機会を持っている｡

･遅刻,欠席に目を配 り,早めに本人と話 しをし,時には保護者と話すO担任の目が絶

えず本人に向いていることを意識させ,白律できるよう努める｡

表6-1 専門科目実践例

機械 ･授業の終わりにその日のポイント(重要な公式の整理など)を要約するようにし

ているo

･身近な現象と教科の結びつきを説明 し,興味を持ってもらうようにしてI､るo

･会社での仕事の話しをしながら,身近な製品などと関連付けながら説明をしてい

るo

･企業での体験談や産業界の現況などを交えて,将来の進路や社会の高専卒への期

待度などを話 して,今学生は何をすべきか考えさせ,仲間意識を引き出し,全員が

やる気を起こすよう指導しているo

･定期試験ごとに追試験を行っている.演習問題を解かせて;レポ- トさせている

･以前より少 しレベルを落とし,できるだけ分かりやすい説明を心掛けているo

局気 ･学年末に各単元毎の理解度のアンケー トを取 り,次年度の授業に反映させるo

･AVc教室を積極的に利用しているo

･無断欠席は成績から減点することを学年始めに伝えておく○

･早い時期に専門の電気に興味を持たせ畠ために ｢電子タイマ-｣を実際に製作 し

ている (1年)o

･試験成績がある点数以下の者に,一定期間後,試験問題と同じ問題を解かせ,全

問正解だとある点数を与えるo

･自分の人生経験とか時事問題の話とかを話 していますo

･技術者としての意識を持たせるため,興味のあるビデオ ｢電子立国｣ ｢アポロ13

号危機からの脱出｣などを見せていますo

･講義だけが教育ではないと思い,年に一皮一般教養として,クラシック音楽の鑑

賞をしているo

･skill重点主義を改めているo

刺 ･電子回路 :中間試験後,成績不振者に毎週月曜日放課後,1時間の補講を行らているo

御 ･学生と話し合い,何を考えているか理解するo欠席などの理由の把握o
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衰6-2 専門科目実践例

･具体例を挙げて分かりやすい授業をする｡

･初めての内容,慣れていない教科は導入時の進度を遅 くする｡ある一定の内容が

全員に理解されるまで進まない (マイコン)0

･専門教科の内容,応用,科学的な話しをして,興味を持たせるよう努力をする｡

･はつらつと授業をする｡

･覚える,覚えさせる授業でなく,理解させる,考えさせる授業に徹 し,成績不振

者が発言できる場を作るように心掛けている (成績優秀者より優れた答を出すこと

が多い)0

･余 り難 しすぎず,簡単すぎない内容を選択 し,多少学習内容が減っても,じっく

りと考えることに重点を置くようにしている｡

･簡単な練習問題を沢山出し,レポー トを提出させ,日常の学習理解の補充にして

いる (2年)｡現実には成績不振者のレポ- ト提出状況が悪 く,学力向上に結びっ

かない｡

･成績不振者については課題を通 じて個人指導を行っている｡部活の練習後になる

ことが多い｡

･学習意欲高揚のためには,課題として独自性 (独創性)が発揮 し易いものを選定

すると効果がある｡

･ある程度学生が線型で予想できる成績をっける｡

･不明な点は授業時間内またはその日の内にしっかり理解できるように指導 してい

る｡終了後や放課後質問に来る学生が多い (3年)0

･クラスの成績不振者について,専門科目の個別指導を試験前に行っている｡

･出来るだけ学生と接触する機会を多くし,本人の特徴を知り,自覚を啓発する努

力が必要｡

･学校で習うことは技術者としての基本中の基本であることを承知させ,身に付け

るよう心掛けさせている｡

･先輩達の進学の話しをし,日槙を持って努力するよう心掛けさせている｡

･｢技術者は高い品格を備えた紳士淑女であるべし｣と自覚を促 している｡

･環境論 :一人20分程度の持ち時間で教材を下調べしてきて,発表する形式を採っ

ている｡ゼミ形式の授業であるが,形ばかりの者,しっかりと他の参考資料を用意

する者等おおむね興味を持っている者が多い｡

･放課後個人的に教官室に呼んで補習をやる｡

･担任に連絡 して保護者とも協力して頑張らせる (3年以下の成績不振者)0

高専の将来像についての意見として,地域のエリート校にするための提言,①普通高校からの

編入を受け入れる｡② 3年で大学受験を受けさせ,不合格の場合はそのまま在籍させる｡③

地学,生物,第 2外国語を充実させ,将来学生がどの方向にも進めるように,また,時代の

変化に対応できるように基礎教育に重点を置く｡④高専を早期に大学に昇格させ,1-3年

を付属高校とさせる｡この場合も7年間の一貫教育は継続させる｡⑤将来は長野県の産業,

芸術方面を担う総合教育 ･研究機関にする｡
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3 _ ま と め

平成7年度 厚生補導研究会 第 2分科会 ｢学力不足 ･学習意欲欠如の学生の指導法教育

活動の充実と白己点検評価について (主に学習指導について)

司会 永藤寿宮,記録者 西村 治,発冠者 松本忠雄,出席者 山本行雄,佐野秀則,

風間悦夫,小林義一,山田達朗,松島久夫,堀込泰雄,芳賀 武,中島隆行,小野伸幸,和

崎克巳,柴原信雄,上傾直秀,服部秀人,上村与四郎,中村護光,中村博雄,前田菩文,小

揮志朗,堀内泰輔,岡村謙司,米持 進｡

3-1 学力向上 ･学習意欲高揚のための教育方法

(1)わかり易い授業

授業自身をわかり易い授業,興味を持てる授業など工夫することも大切だが,学生が分か

ったかどうかいっもチェックすることが一番重要である｡チェックの方法は口頭での質問,

演習問題を解かせる,宿題にしてレポー トを提出させる,授業中に小テストを行う,授業の

終わりに感想を書かせるなどの方法で学生の理解度や授業に対する反応をみて,次の授業に

反映していく｡

(2)クラスの学習に取 り組む雰囲気作り

授業中静かに勉強に集中できるクラスの雰囲気作りに担任として一番苦労 している｡担任

として授業,特活,清掃時間などできるだけ学生と接する機会を多くし,良いクラスづくり

をしている｡ところが,1-2名の留年者を受け入れたことでクラスの欠席者が多くなり,

落ち着かないクラスに一変してしまうことがある｡また,中学などで生徒会,クラブ活動の

役員を経験 し,優れたリダーシップを発揮する学生に恵まれたりすると担任が苦労 しなくて

も素晴らしいクラスになることもある｡同じクラスで二年間過ごすと,学力に大きなクラス

格差ができることを多くの教科で経験 している｡

(3)入試制度の修正

平成6年度より,広く全県下の中学校から成績優秀者を入学させようと,推薦入学制度を

導入 した｡ところが学力検査は5科目 (国語,数学,英語,理科,社会),各科目100点満点

の試験が長年続けられている｡果たしてこの方法で高専に適性のある学生を入学させること

ができるのか,今後検討 していく必要があろう｡例えば,入試の段階で数学や理科にウエイ

トを置いた配点をしてみてはどうか｡

(4)単位制の導入

3学年までに修得 しなければならない基礎科目は,専門の科目を理解する上で重要であり,

社会人としての一般教養としても役立つので,低学年はほとんど必修科目になり,大学の単

位制のようにはいかない｡もし導入するとすれば,4･5年当たりで履修単位を増加させ,

選択できるようにしていくことがよいだろう｡

(5)仮進級制の導入

学年制では,成績不振者が留年しているが,最近の留年者は, 1年重ねて履修しても成績

を向上させる学生が少なく,良い結果を得ていない｡また,留年は前年度成績優秀で修得 し

た科目も再び履修しなければならない｡

低学年では仮進級制を導入し,翌年末修得の科目を個別指導をして合格させ,どうしても
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不適応を起 こした学生は3学年で進路修正できる道を創ることが必要であろう｡

(6)施設設備

単位制導入による選択科目の履修,小人数によるゼ ミ形式の授業導入などを行うには教室

数が不足している｡図書館に付属の学習室を設け,学生同志が教え合ったり,自由に勉強が

できる場を創る｡関東信越地区合宿所である黒姫山荘を2クラス定員で男女が宿泊でき,80

人収容の特別講演室を設けたり,セ ミナー用の教室を2-3重備え,勉強合宿のできる施設

に充実 させる｡

3-2教育活動の充実 と自己点検評価 (主に学習指導について)

(1)各時間あるいは各章 ごとに演習, レポー ト,小テス トなどを通 して,シラバスに明記 し

た教育目標に到達 しているか,学生の理解度を知ると共に自己の授業方法の改善に努める｡

(2)学生に授業方法のアンケー トをとり,教科内容,教え方 ｢理解 し易いか｣｢実力向上が

実感できるか｣など学生の声を授業に反映させ,役立てていく｡

4 . お わ り iこ

実践報告を詳細に報告 していただいたり,学校全体で考えて行かなければならない貴重な

ご意見をお寄せになった全教職員の皆様を個々にご紹介できなかったことを深 くお詫びする

と共に分科会で討論に加わった方々同様深 く感謝いたします｡

実現可能な項目を個々の先生方が取 り入れ,学校全体で制度を改善することなどはそれぞ

れの委員会で検討 していくことになるでしょう｡しか し,どんなに制度を変えても ｢勉強 し

ない学生はやらない｣最後はマンツーマンの指導で理解 させ,実力をっける努力が必要にな

るだろう｡との意見を申し添えます｡
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